
整理番号 1004     周西金石文 データシート 

シート番号 0103-01 名 称 阿弥陀三尊 

分   類 仏像供養塔  場  所 人見 人見神社 

小 分 類 如来 メッシュ番号 1715 

年 号 年紀不明 

形 状 角柱型 

サ イ ズ 本体（上部分）：39×31×30ｃｍ 台石：34×49×42ｃｍ 

画 像 番 号  0103-01-01（正面）   画 像 番 号  0103-01-02（左側面） 

  

画 像 番 号  0103-01-03（右側面） 

 

コメント；この塔は大野甚五郎の数少ない市内における作例である。 

勢至菩薩、聖観音菩薩の組み合わせ、及び上部は蓮華座が置かれていることから「阿

弥陀如来」を載せていた可能性があり、いわゆる「阿弥陀三尊像」と思われる。下

段の台石には 2頭の獅子が描かれています。 
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